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改定目的

今後の方向性

預かり保育

私立幼稚園との連携

認定こども園への転換について

適正配置

区長

やしきだ綾
香

あやか

現在、ニーズが変わり、この何十年も実現できなかったこと、
３歳児保育は、今は実現できています。始めるには、本当に大変
だったと思います。だからこそ、この改革は止めてはいけません。

令和３年度の園児募集の傾向は、区の答弁で、
「保護者の需要が低年齢・長時間保育の可能
な保育所等へシフトしている」と分析され
ています。基本方針について、早急に検討
すべき課題であるとありましたが、具体的な
検討状況、進展内容をお示しください。

計画期間中に急激な社会情勢の変化等が生じた場合には、
計画内容の見直しを行うものとしています。今般の園児数
の減少、そして保護者ニーズの変容は、こうした情勢変化
に合致するものと考え、見直しに着手いたします。

国の法改正、女性の活躍、女性の就労、保育所へのニーズや国の
方針を踏まえると、今のままの区立幼稚園では、生き残るのは、
はっきり言って無理です。残すならば、区立幼稚園も自分たちで
形を変えて努力しないと、覚悟を持たないと、これからの時代は
生き残れません。それは、区立幼稚園に関わる人、現場の先生方
も行政マンですから、皆が意識を持つべきですし、意識を持って
いないと、私はおかしいと思います。意識改革をすべきです。
区教委が区立幼稚園の在り方を先延ばしにすればするほど、
区立幼稚園の存在そのものの価値を低くしているように私は
感じます。区立幼稚園へ数多く陳情も出ているかと思いますが、
区立幼稚園１か所の問題ではなくて、この問題は、区立幼稚園全
てに係る問題であることを忘れないでいただきたいです。本気
で改革する気持ちがあるなら、覚悟を持って形にしてください。

本区には早い段階で発達障害が分かった家庭への支援の場とし
て、２か所の児童発達支援センターが現在あります。しかし、区内
の乳幼児人口に対し、児童の発達支援の拠点がもっと整備されても
良いと私は思います。区立幼稚園の適正配置と必要性を考えると
同時に、区立幼稚園を発達支援の拠点の場としての転用や事業拡大
も考えるべきですが、見解を伺います。
区立幼稚園が活路を見いだすためには、前例にとらわれず、様々な
取組を模索することが必要です。しかし、利用者ニーズに応えるこ
とを一番の年頭に置き、実効性のある検討を行っていく考えです。

仮に今後、区立幼稚園の近くに私立幼稚園があれば、競合・共存
の観点から区立幼稚園の３歳児保育は、実際に実施は厳しいと考
えます。そのような立地条件にある区立幼稚園について、どのよ
うに考えていますか。
適正配置の考え方は、地域の幼児人口推計、園舎の収容状況、
私立幼稚園の立地への考慮です。今後、保育ニーズも踏まえ
ながら具体的に検討します。

現在、ニーズが変わり、この何十年も実現できなかったこと、
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令和３年度の園児募集の傾向は、区の答弁で、
「保護者の需要が低年齢・長時間保育の可能
な保育所等へシフトしている」と分析され
ています。基本方針について、早急に検討
すべき課題であるとありましたが、具体的な
検討状況、進展内容をお示しください。

計画期間中に急激な社会情勢の変化等が生じた場合には、
計画内容の見直しを行うものとしています。今般の園児数
の減少、そして保護者ニーズの変容は、こうした情勢変化
に合致するものと考え、見直しに着手いたします。

平成30年9月に策定した「江東区立幼稚園の今後のあり方
に関する基本方針」について、3歳児保育への高いニーズ
や将来推計値を上回るペースでの園児数の減少を踏まえ、
将来推計を見直して改定する。

3歳児保育のニーズが高いことや、幼児教育・保育の無償
化以降の状況を鑑み、新たな3歳児保育の実施園について
検討していく。預かり保育の実施については、当該地区の
保育所待機児童の状況を鑑み、実施園ごとに要否を判断
する。

国の法改正、女性の活躍、女性の就労、保育所へのニーズや国の
方針を踏まえると、今のままの区立幼稚園では、生き残るのは、
はっきり言って無理です。残すならば、区立幼稚園も自分たちで
形を変えて努力しないと、覚悟を持たないと、これからの時代は
生き残れません。それは、区立幼稚園に関わる人、現場の先生方
も行政マンですから、皆が意識を持つべきですし、意識を持って
いないと、私はおかしいと思います。意識改革をすべきです。
区教委が区立幼稚園の在り方を先延ばしにすればするほど、
区立幼稚園の存在そのものの価値を低くしているように私は
感じます。区立幼稚園へ数多く陳情も出ているかと思いますが、
区立幼稚園１か所の問題ではなくて、この問題は、区立幼稚園全
てに係る問題であることを忘れないでいただきたいです。本気
で改革する気持ちがあるなら、覚悟を持って形にしてください。
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これからも課題解決に向けて積極的に提言を行っ
ていきます！

発達支援の場への転用や事業拡大発達支援の場への転用や事業拡大
本区には早い段階で発達障害が分かった家庭への支援の場とし
て、２か所の児童発達支援センターが現在あります。しかし、区内
の乳幼児人口に対し、児童の発達支援の拠点がもっと整備されても
良いと私は思います。区立幼稚園の適正配置と必要性を考えると
同時に、区立幼稚園を発達支援の拠点の場としての転用や事業拡大
も考えるべきですが、見解を伺います。
区立幼稚園が活路を見いだすためには、前例にとらわれず、様々な
取組を模索することが必要です。しかし、利用者ニーズに応えるこ
とを一番の年頭に置き、実効性のある検討を行っていく考えです。

特別な配慮が必要なこどもの受け入れや教育の質の向上
に向けて、必要な支援策について検討していく。

改定前の方針では、区立幼稚園を認定こども園へ転換する
ことを検討するとしていたが、検討を取りやめる。

令和８年度までに７園を廃園する。
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仮に今後、区立幼稚園の近くに私立幼稚園があれば、競合・共存
の観点から区立幼稚園の３歳児保育は、実際に実施は厳しいと考
えます。そのような立地条件にある区立幼稚園について、どのよ
うに考えていますか。
適正配置の考え方は、地域の幼児人口推計、園舎の収容状況、
私立幼稚園の立地への考慮です。今後、保育ニーズも踏まえ
ながら具体的に検討します。

幼稚園名

令和５年度から「3 歳児保育」が開始する幼稚園
なでしこ幼稚園

もみじ幼稚園
小名木川幼稚園
ちどり幼稚園
川南幼稚園

第一亀戸幼稚園
東砂幼稚園
大島幼稚園

廃園時期

令和 3 年度末

令和 5 年度末

令和 6 年度末

令和 7 年度末

令和 8 年度末
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保育士資格取得(平成20年3月東京都知事認証)
平成27年4月 江東区議会議員 初当選
民政クラブ所属、建設委員会  委員、防災・まちづくり・
交通対策 委員長、手話推進議員連盟 世話人

1985年南砂生まれ、現在東砂在住。
江東めぐみ幼稚園、第3砂町小、第3砂町中、
都立東高卒業。文京学院大学人間学部 保育学科卒業。

や し き だ 綾 香  プ ロ フ ィー ル

コロナに関する区政報告会の取り組み

コミュニティバス等の運行を検討する
地域公共交通庁内検討委員会の結論について

FAX 03-3646-9766 MA IL  y a s i k i d aayaka@yahoo . co . j p
ご意見・ご感想をお聞かせください

〒135-8383 江東区東陽4-11-28(江東区役所)
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新型コロナウイルス感染症の治療薬に対する治験等の実施

やしきだあやか 江東区議会民政クラブ区政レポート2021 冬号
令和３年度予算審査特別委員会 (2021年3月)の質問内容です  (Q:やしきだ区議の質疑、A：行政側答弁）

新型コロナウイルス感染症の治療薬に対する治験等の実施

ワクチンは、発症予防や重症化予防の
効果が期待されます｡一方で､感染症から
区民の命を守るためには､ワクチン接種

治療薬の治験は､通常､医療機関､いわゆる主治医の先生と患
者の間の契約に基づいて行われるものです｡この通知を､東京
都に確認しました｡現在､国からこれに関する説明､あるいは
具体的な要請はないと聞いています｡
今後､動きがあった場合には､特別区､江東区として､協力でき
るものは協力していくと考えています｡

「江東区に関する情報や問題、また社会情勢に合わせた問題、
課題の共有を行い、皆さまと一緒に解決へと導いていけるよ
うに」という思いを込めて、定期的な区政報告会を行って
おります。
２０２１年の春先にはワクチン接種に対してのお問い合わせ
が多かった為、４月１３日（土曜日）に区政報告会を開催しま
した。ゲストスピーカーには、ナビタスクリニックの久住英二
先生をお招きして、ワクチンに対する知識と参加して下さった
皆さまが感じる不安を少しでも解決できるように、意見交換
会を行いました。
私からは渋沢栄一扇のお話や、その時期に区内で行った渋沢
栄一扇のイベントのご案内なども区政報告に織り交ぜながら
お話させて頂きました。
これからも皆さまから届くお声を
ヒントにしながら、一緒に考えて
課題解決に繋がるような区政報
告会を
開催していき

と並んで治療薬の開発も重要と考えます｡そこで､令和３年２
月２日に厚労省から各自治体に通達された新型コロナウイル
ス感染症の治療薬に対する治験等の実施について伺います｡
こちらを要約しますと､ホテル療養者や自宅療養者が希望す
る場合には､希望する区民が治験対象の要請を自治体に提出
し､認められた場合には､ファビピラビル、すなわちアビガン
等の抗ウイルス薬を治験者として投与することが可能になっ
たということです｡この通達が出ておりますが､区としてどの
ような対応をされる予定でしょうか｡

厚生労働省のデータによると、承認済の新型コロナウイルス
治療薬 (令和3年10月1日現在 )はレムデシビルをはじめ、
少しずつですが増えてきております。また、現在開発中の
治療薬として、イベルメクチンをはじめとした抗ウイルス
薬等も随時進展があります。
現在は、経口薬等、薬の議論が国でなされております。しかし、
例えば治験の制度が始まってすでに半年が過ぎていますが、
このような情報が区民・国民の皆さまに届くまでには、とても
時間がかかります。そして情報は、自ら取りに行かなければ、
わからないようになっているとも強く感じます。大切な質問
の機会では、多くの方に知っていただくべき、タイムリーな
内容を今後も取り上げていきたいと思います。
厚生労働省のデータ参考）
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000841943.pdf

今年度、委員長を務めています「防災•まちづくり•交通対策特別
委員会」で陳情があがっていた、城東地区へのコミュニティバスの
導入について、行政側から結果が出ましたので、ご報告します。

  1、幅員の狭い道路が多く、コミュニティバスの走行に必要な
  　 道幅のある道路の選定が難しいこと
  2、都営バスとの競合の問題があり、公共施設や病院等、コミュニ
　  　ティバスを走らせて欲しいという声のあるところでは、
　   すでに都営バスが走っている為、難しいこと

などの理由が挙げられ、その結果「現時点での城東地区へのコミュ
ニティバスは導入しないものとする」という結論が報告されました。
コミュニティバスの拡充は私のみならず、議会全体からも声とし
てあがっていたので、今回の結果は非常に受け入れ難いものであ
ります。しかし結論の中で「移動支援が必要な区民については、利
用目的•ニーズに合わせた交通手段の検討が必要と考え、新たな交
通手段につき、調査・研究を行う」という報告もあがりました。

江東区は現在、人口は増えておりますが、同時に高齢化率も高く
なっています。江東区に住む皆さんが、いつまでも安心して外に出
られる環境作りを推進すると共に、お身体の事情で遠出する自信
が無くなってしまっても、江東区内を巡りながら健康
維持、健康増進に繋がるような移動手段の在り方を
様々な事例を検証しながら、今後も提案して参ります。
今後ともご意見賜りますよう、お願い致します。
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者の間の契約に基づいて行われるものです｡この通知を､東京
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薬等も随時進展があります。
現在は、経口薬等、薬の議論が国でなされております。しかし、
例えば治験の制度が始まってすでに半年が過ぎていますが、
このような情報が区民・国民の皆さまに届くまでには、とても
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感染症
対策
感染症
対策

と並んで治療薬の開発も重要と考えます｡そこで､令和３年２
月２日に厚労省から各自治体に通達された新型コロナウイル
ス感染症の治療薬に対する治験等の実施について伺います｡
こちらを要約しますと､ホテル療養者や自宅療養者が希望す
る場合には､希望する区民が治験対象の要請を自治体に提出
し､認められた場合には､ファビピラビル、すなわちアビガン
等の抗ウイルス薬を治験者として投与することが可能になっ
たということです｡この通達が出ておりますが､区としてどの
ような対応をされる予定でしょうか｡

  1、幅員の狭い道路が多く、コミュニティバスの走行に必要な
  　 道幅のある道路の選定が難しいこと
  2、都営バスとの競合の問題があり、公共施設や病院等、コミュニ
　  　ティバスを走らせて欲しいという声のあるところでは、
　   すでに都営バスが走っている為、難しいこと

などの理由が挙げられ、その結果「現時点での城東地区へのコミュ
ニティバスは導入しないものとする」という結論が報告されました。
コミュニティバスの拡充は私のみならず、議会全体からも声とし
てあがっていたので、今回の結果は非常に受け入れ難いものであ
ります。しかし結論の中で「移動支援が必要な区民については、利
用目的•ニーズに合わせた交通手段の検討が必要と考え、新たな交
通手段につき、調査・研究を行う」という報告もあがりました。

江東区は現在、人口は増えておりますが、同時に高齢化率も高く
なっています。江東区に住む皆さんが、いつまでも安心して外に出
られる環境作りを推進すると共に、お身体の事情で遠出する自信
が無くなってしまっても、江東区内を巡りながら健康
維持、健康増進に繋がるような移動手段の在り方を
様々な事例を検証しながら、今後も提案して参ります。
今後ともご意見賜りますよう、お願い致します。


